
 
平成 28 年 10 月 7 日 

 

防災・日本再生シンポジウムのご案内 

 

 

（報道概要） 

徳島県では、今後 30 年間で 70％の確率で発生が予想されている南海トラ

フ巨大地震をはじめ、台風による豪雨災害、山間部での豪雪災害等のリスク

があり、これら地域リスク特性に応じた対策のため、2015年に「徳島県国土

強靭化地域計画」を策定・公表しました。このような環境の中、「強く」「し

なやかな」徳島の実現のため、徳島大学環境防災研究センターでも、行政・

企業の BCP策定や運用支援を実施しているところです。 

本シンポジウムでは、企業・組織での BCPへの取り組みの必要性やポイン

ト、先進的に地域継続への取り組みを進めている香川県の事例の基調講演を

踏まえて、地域として大規模災害を迎え撃つために、いかに地域としての機

能を継続していくのかを基調講演講師・環境防災研究センター教員でパネル

ディスカッションにおいて討論し、今後の方向性について検討していきます。 

 

■ 行事名：防災・日本再生シンポジウム 
「国土強靭化から考える地域継続への取り組み〜地域として 
大規模災害を迎え撃つために〜」 

■ 日時：平成２８年１０月１９日（水）１３：３０～１６：３０ 

■ 会場：徳島大学常三島けやきホール 

     徳島市南常三島町１丁目１番地 

■ 主催：徳島大学環境防災研究センター 

  共催：徳島県・一般社団法人国立大学協会 

 

※内容等は別紙のとおり 

 

徳島大学環境防災研究センターでは、徳島県での地域継続への取り組み

支援・研究を行っております。本シンポジウムでは、ＢＣＰへの取り組み

の必要性を踏まえて、いかに地域としての機能を継続するのかのポイント

について、防災・日本再生シンポジウム「国土強靭化から考える地域継続

への取り組み」を以下のとおり、実施することになりましたのでご案内い

たします。 

－問い合わせ先－ 

徳島大学環境防災研究センター 

（担当者 湯浅） 

TEL：088-656-8965  

FAX：088-656-8017 

Email：yuasa.yasufumi@tokushima-u.ac.jp 



地域継続への取り組み
国土強靭化から考える

防 災 ・ 日 本 再 生 シ ン ポ ジ ウ ム

～地域として大規模災害を迎え撃つために～

主  催：徳島大学環境防災研究センター   /   共  催：徳島県・一般社団法人国立大学協会
参加費

無 料

13:30 開会挨拶　徳島大学　理事　吉田  和文

13:35 基調講演1「企業・自治体の事業継続計画（BCP）への取り組みの必要性とポイント」
  東京海上日動リスクコンサルティング株式会社　主幹研究員　指田  朝久

14:30 基調講演2「地域継続力の向上を目指して～香川県地域継続検討協議会が担う役割～」
  香川大学危機管理先端教育研究センター　センター長　白木  渡

15:30 休　　　憩
15:40 パネルディスカッション「地域として大規模災害を迎え撃つために」
  パネリスト 東京海上日動リスクコンサルティング株式会社　主幹研究員　指田  朝久
   香川大学危機管理先端教育研究センター　センター長　白木  渡
   徳島大学環境防災研究センター　地域社会部門主任　近藤  光男
  コーディネーター 徳島大学環境防災研究センター　センター長　中野  晋

16:30 閉　　　会

10月19日
島県では、今後30年間で70％の確率で発生が予想されて
いる南海トラフ巨大地震をはじめ、台風による豪雨災害、山

間部での豪雪災害など、リスク特性に応じた対策のため「国土強靭
化地域計画」を策定し、平成27年3月に公表しています。「強靭な
国土」をつくるためには、ハード対策のみならずソフト対策としての
BCP（事業継続計画）への取り組みが企業、自治体に求められており、
さらにそれらを地域全体の視点から考える地域継続への取り組みが
広がりつつあります。本シンポジウムでは、BCPへの取り組みの必
要性を踏まえて、いかに地域としての機能を継続するかのポイント
について深めていきます。

徳13:30～16:30水

平成28年

徳島大学常三島けやきホール
（徳島市南常三島町1丁目1番地・徳島大学常三島キャンパス内）

自治体、企業の危機管理担当者、BCP担当者

100名 参加費無料

対  象：

定  員：

関西広域連合防災担当職員向け基礎研修

プログラム



地域継続への取り組み
国土強靭化から考える
～地域として大規模災害を迎え撃つために～

防 災 ・ 日 本 再 生 シ ン ポ ジ ウ ム

10月19日  防災・日本再生シンポジウム  参加申込書

氏　　名 所 属 先 電話番号 備　　考

※ご記入いただいた個人情報は、本シンポジウム開催以外の目的には使用しません。

参加ご希望の方はFAXまたはE-mailによりお申し込みください。申込締切は10月14日（金）まで
とさせていただきます。
参加票等はお送りしませんので、直接会場へお越しください。

申込方法

そ  の  他

荒天時は中止する場合があります。その場合は、徳島大学環境防災研究センターホームページに
て周知させていただきます。
http://www.rcmode.tokushima-u.ac.jp/

申  込  先 徳島大学環境防災研究センター  （担当：湯浅）
TEL 088-656-8965  /  FAX 088-656-8017  /  E-mail: yuasa.yasufumi@tokushima-u.ac.jp

徳島大学常三島けやきホール会　場
（徳島市南常三島町1丁目1番地・徳島大学常三島キャンパス内）

※本シンポジウム用の駐車
場はございません。
　公共交通機関又は近隣の
有料駐車場をご利用くだ
さい。

鳴門 I C

鳴門 JCT

松茂
スマート I C

板野 I C

吉野川大橋
徳島 I C

洋服の青山

NTTドコモ

神戸淡路鳴門自動車道高松自動車道

徳島自動車道
松茂町

吉野川

助任川

徳島中央公園

徳島大学常三島キャンパス
総合科学部

生物資源産業学部
理 工 学 部

11

バス停 徳島大学前

バス停 徳島大学南

昭和シェル

セブンイレブン

徳島
阿波おどり空港

バス停 助任橋（徳島大学前）

体育館
総合科学部1号館

総合科学部
2号館東棟

池

総合科学部
2号館西棟

地域連携プラザ
（2F 常三島けやきホール）
地域連携プラザ
（2F 常三島けやきホール）

11 総合科学部
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